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IIJは、株主・投資家をはじめとした様々なステークホルダーの皆さまに、当社グループが事業を通じて社会課題を解決し、持続的に成

長する姿をご理解いただくため、統合報告ポータルを公開しています。

本ポータルでは、財務および非財務の視点を統合すると共に、中長期的な視点で価値を創造していくにあたって重要な情報を掲載して

います。また、主に年次での報告を行っていますが、常に最新の情報をお伝えする�く、随時更新しています。

2022年�（2022年4月1日〜2023年3月31日）

ただし、2023年4月以降に開始した事業活動や開示事項の内容を含みます。

株式会社インターネットイニシアティブおよびグループ企業

統合報告フレームワーク［価値報告財団（VRF）］

価値協創ガイダンス［経済産業省］

本ポータルの記載のうち、過去または現在の事実に関するもの以外は、将来の見通しに関する記述に該当します。将来の見通しに関す

る記述は、現在入手可能な情報に基づく当社グループまたは当社の経営陣の仮定及び判断に基づくものであり、既知または未知の6ス

ク及び=確実性が内在しています。また、今後の当社グループまたは当社の事業を取り巻く経営環境の変化､市場の動向､その他様々な

要因により、�れらの記述または仮定は､将来実現しない可能性があります。

編集方針

主な対象期間

対象範囲（対象となる組織）

公開時期

参照ガイドライン

将来の見通しに関する注意

本ポータルは常に最新の情報をお伝えするべく、随時更新します 。また、本ポータルの内容をまとめたPDF ファイルは年に1 回公開し
ます。
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当社グループの経営理念（存在意義・パーパス）は、以下の通りであります。

「インターネットイニシアティブ」との社名の通り、�00年に一度の技術革新であろうインターネットの世界において、その技術革新を

リードし、新たな利用形態を提案する画期的なサービス、プ7ット2�ームの提供を通じて、ネットワーク社会の発展に貢献してい

く。

インターネット技術のイニシアティブを取り続け、より高速化するネットワークと"ン16ーティングによって新たに創出する価値を通

じて、デジタル社会の未来を切り拓いていく。

世の中の変化を捉え、その変化を先取りした高品質・高付加価値なITサービスを提供し続けることで、社会・個人によるネットワーク利

用を支えていく。

技術革新や社会貢献に積極果敢に挑戦する人材が集まり、誇りとやりがいをもって自律的に能力を発揮できる場を提供していく。社員

個々人が現状に満足せず常に先の世界を考えることで社会発展に貢献し、世間からも評価されることで成長を実感できるような会社で

あることを目指す。

経営理念

技術革新によりネットワークインフラストラクチャーを発展させる

ネットワーク社会を支える仕組み（ITサービス）を提供する

自己実現する職場の提供（多様な才能・価値観を有する�材が活躍できる場）
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インターネットの

技術革新をリードし、

ネットワーク社会の発展に

貢献していきます。

代表取締役社長（Co-CEO & COO）

勝 栄二郎

2022年度は、新型コロナウイルス感染症の行動制限が緩和される中、企業及び官公庁のIT利活用の進展等による良好な需要動向が継続

し、ネットワークサービスの堅調な積み上げに加え、大型複合案件の提案・獲得機会が増加し、増収基調がより一層強まりました。こ

れら事業進展を踏まえ、3ヵ年中期計画の最終年度にあたる202�年3月期の業績目標（※）を連結売上高2�
�0億円、連結営業利益315億

円へと修正いたしました。

IIJが創業時から展望しておりました「すべてのものがインターネットに繋がり、すべてのものがインターネット上に構築される」時代

が到来しつつあります。このようなネットワーク社会を実現することが当社の使命であり、長年培ってきた高品質で信頼性の高いネット

ワーク運用等の技術力を以て支えてまいります。また、創業30周年記念の社会貢献施策として、ネットワーク社会を支える技術者の育成

という社会の要請に応えるべく「IIJアカデミー」を開講しました。今後も日本のインターネット技術の発展に貢献してまいります。

今後とも引き続きご愛顧とご支�を賜りますようお願い申し上げます。

社長メッセージ

当初公表（2021年5月）：売上2�700億円、営業利益率9％超

2021年11月修正：売上2�700億円、営業利益率10％超

2022年5月修正：売上2�700億円、営業利益率11.5％（営業利益310.5億円）

（※）
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※

https://www.iij.ad.jp/ir/library/financial/xlsx/224Q_databook_J.xlsx
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/corporate_data/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/corporate_data/index2.html
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※

※

※

※

https://www.iij.ad.jp/ir/faq/kessan/index.html#anc004
https://www.iij.ad.jp/ir/faq/kessan/index.html#anc004
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※

https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/corporate_data/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/corporate_data/index2.html
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※

※
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※

※

※
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※ ※

※

※
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1990年代初頭、日本のインターネットは誕生前であり、産学共同にて研究開発活動をしていた「WIDEプロジェクト（※）」 が、インタ

ーネットに関する諸技術の蓄積として有力なものでした。当社は1992年12月に、このような研究開発に携わっていた技術者を中心に、

日本にインターネットとの新たな通信手段を普及したいとの夢により、日本のISPの先駆けとして設立されました。その後、インターネ

ット接続サービス、ダイアルアップIPサービス、ファイアウォールサービス等の国内初のネットワークサービスを開発のうえ提供開始

し、1990年代中頃には国内ISPとして独占的な>ー)ットポジシBンを築きました。インターネットの普及につれて、ISP市場への参入

者が急増し価格競争は激化し、その後多くのISPが淘汰されました。

そのような市場環境のなかで、当社グループは、強みであるインターネットに関連する技術力の集積と顧客基盤を基に、インターネッ

トを事業用に活用するであろう大規模な法人・官公庁層向けに注力し、信頼性と付加価�の高いインターネット関連サービスを複合的

に提供するとのビジネス@3ルへと戦略的に変革してまいりました。企業がインターネットを使うにあたって必要となる、セキュリティ

関連サービス、ネットワークの運用監視、ネットワークやインターネット関連システムの構築・運用等へと領域を広め、子会社・関連

会社群も設立していきました。その後、法人向けに複合的なネットワークサービスを提供する必要性によりMVNOの態様で@バイルサー

ビスの提供を開始し、ネットワークとシステムが融合していく流れのなか先んじてクラウドサービスを開発いたしました。グローバル

でインターネットネットワークを自社運営するために米国・欧州に拠点を設け、国内顧客の海外進出をネットワーク・システム面でサ

ポートすることを中心に、アジア事業を強化してまいりました。

このような事業展開の経緯のなかで、優良法人・官公庁中心の顧客基盤を築きあげ、総売上の約8割強となる月額売上を蓄積し、法人IT

市場においての;ランド認知と当社グループ独自のポジシB6ングを確立してまいりました。近年、日本の企業・官公庁において、イン

ターネット技術を取り入れた複合的な企業ネットワーク・システムの運営が定着しつつあります。経営理念に掲げる、日本のインターネ

ットを支え、技術力でネットワーク社会の実現に貢献していきたいとの当社グループの役割は、ますます重要になっていくものと考えて

おります。

会社概要

IIJグループの沿革について

IIJグループについて

IIJグループ�業展開

1988年に開始された日本のインターネット関連プロジェクト。産官学の多様な人材や団体が緩やかに連携する中で、より便利で安全な未来

を目指した技術開発と研究を行うプロジェクト。

（※）

関連リンク　

https://www.iij.ad.jp/company/about/outline/
https://www.iij.ad.jp/company/about/history/
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https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/strength/images/01l.png
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality02/network/images/network01.jpg
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※

※

※
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https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/strength/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/human_capital/
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https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/governance/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/sustainability/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/corporate_data/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/tcfd/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality02/security/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality03/diversity/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/mid_term_plan/
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https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/human_capital/images/01.png
https://www.iij.ad.jp/ir/indv/about/images/history_fig01.jpg
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コーポレート・ガバナンス

コーポレート・ガバナンスの全体像 取締役会の運営状況

監査役会の運営状況 指名報酬委員会の運営状況

取締役報酬の設計 事業運営の状況

内部監査の状況 情報セキュリティへの取り組み

関連当事者取引

https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/governance/cg01/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/governance/cg02/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/governance/cg03/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/governance/cg04/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/governance/cg05/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/governance/cg06/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/governance/cg07/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/governance/cg08/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/governance/cg09/
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https://www.iij.ad.jp/ir/esg/governance/cg01/pdf/CG_20230630J.pdf
https://www.iij.ad.jp/ir/stock-info/rule/pdf/IIJ_AoI_J_20230301.pdf
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https://www.iij.ad.jp/ir/esg/governance/cg01/pdf/20120401_Bribery%20Prevention%20Regulations_J.pdf
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https://www.iij.ad.jp/ir/esg/governance/cg02/
https://www.iij.ad.jp/ir/esg/governance/cg03/
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https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/sustainability/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/tcfd/
https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/human_capital/
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IIJの指名報酬委員会は任意の委員会であり、代表取締役2名・独立社外取締役5名で構成されています。

代表取締役会長 代表取締役社長 独立社外取締役

（委員長）

鈴木 幸一

勝 栄二郎 塚本 隆史 佃 和夫 岩間 陽一郎 岡本 厚 鵫巣 香穂利

取締役の指名・報酬関連事項は、指名報酬委員会に諮問され、妥当性を評価・検証され�うえで、株主総会・取締役会等の手続きに

て、意思決定しています。ま�、指名報酬委員会の各委員は、取締役会の議論等を通じて、取締役の適任性を評価しています。

年度 実施回数 諮問内容

2022年度 1回

2023年度取締役選任及びスキル・マトリックスの状況

2023年度取締役各員の固定報酬

2022年度取締役業績賞与の方針・各員の業績賞与

2021年度 3回

2022年度取締役選任

取締役スキル・マトリックスの開示

取締役任期1年への改定

「取締役の報酬等の方針」の改定

2022年度取締役各員の固定報酬

2021年度取締役業績賞与の方針・各員の業績賞与

2020年度 2回

2021年度取締役選任

取締役総報酬枠改定の株主総会上程

2021年度取締役各員の固定報酬

2020年度取締役業績賞与の方針・各員の業績賞与

指名報酬委員会の運営状況

指名報酬委員会の構成メンバー

指名報酬委員会の役割

指名報酬委員会の開催実績
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IIJ取締役総報酬枠は、現取締役14名に対して年額6億円以内（ストックオプション・譲渡制限付株式報酬を含む）、うち、独立社外取締

役4名の総報酬枠は年額50百万円以内としています。

IIJグループは、事業対象とする市場は継続的に拡大し、その事業環境のなか成長途上の企業グループであるとの自己認識のなかで、経

営理念の持続的な充足のた�に、長期視点での事業展開が重要であると考えています。常勤取締役の報酬についても、過度に短期志向の

業績連動ではなく、固定・業績連動との#'ンスが取れ、かつ長期的な企業価値向上を目指すうえで、一定の配分の株式関連報酬が効

果的であると認識しています。

固定報酬

67〜71％

非金銭報酬等

（概ね1〜2ヶ月）

6〜11％

業績連動報酬等

（概ね0〜4ヶ月）

22〜24％

年度業績が一定の基準を満たす場合に、常勤取締役に、業績連動賞与としての譲渡制限付株式を支給しています。IIJは、売上成長とそ

れに伴う利益増加が重要であると認識しており、連結売上高の前年比・2算達成率、連結営業利益の前年比・2算達成率を判定係数と

して、取締役固定報酬月額の原則0~4ヵ月分の額を、業績連動賞与として設定しています。

IIJ取締役は退職慰労金制度を廃止しており、その代替として、従前の退職金に見合う金額価値相当分の1円ストックオプションを毎年各

取締役に付与しています。付与の規模は、取締役役位に応じて、取締役固定報酬月額の1〜2ヵ月分と設定しています。

年度 業績連動賞与としての譲渡制限付株式の支給 退職慰労金に見合うストックオプションの付与

2022年度 常勤取締役9名、�5百万円 常勤取締役9名、51百万円

取締役報酬の設計

取締役報酬の基本的な考え方

IIJ常勤取締役報酬の配分

固定報酬：月額金銭報酬（※）

非金銭報酬等：退職慰労金に見合うストックオプション（※）

業績連動報酬等：譲渡制限付株式（※）

上記割合は業績連動報酬等（4ヶ月）が支給された場合の報酬イメージ（※）

業績連動賞与としての譲渡制限付株式の支給

退職慰労金に見合うストックオプションの付与

業績連動報酬等は、譲渡制限付株式報酬制度に基づく当事業年度における費用計上額を記載しています。（※）
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市場状況・技術動向・顧客需要・競合状況等を鑑みたうえで、3年又は5年のサイクルでの中期計画を立案・遂行・管理することで、経

営の舵取りを行っております。中期計画の立案過程では、事業環境、競合他社の動向、経営資源、資本コスト等を踏まえた事業ポート

フォリオが決定され、各事業戦略・技術開発ロードマップ・投資計画等の具体化がなされます。中期計画の進展・進捗状況は、各担当

部門にてKPI等に�り管理され、取締役会・経営会議等にて各分野別の進捗状況や市場環境の変化等に
いて報告され、計画達成に向け

た議�・検討がなされます。

投資に
いての考え方

 週次 月次 四半期毎 半期毎

中期計画 ─ ─ ● 〇●

単年�業績予算は、経営として達成すべきターゲットイメージを全社に示達したうえで、それに沿う形での各部門作成の個別予算�み

上げを<ースに、立案されています。また、各部門は予算達成に向けたアク,ョンプランを合わせて作成しています。業績進捗は週次で

経営幹部に�り進捗状況のG8Bーがなされ、事業状況の変化に応じたアク,ョンプラン修正等の指示がなされます。また、業績の進

捗に
いては、月次の取締役会で報告・議�され、アク,ョンプランの進捗状況に
いては、半期毎に取締役会にて報告され、計画達

成に向けた議�・検討がなされています。グループ会社においても、計画達成に向けた議�・検討がなされています。

 週次 月次 四半期毎 半期毎

単年度業績予算・実績 ● 〇● 〇● 〇●

アクションプラン ─ ─ ● 〇●

事業運営の状況

中期計画の立案と実行

取締役会等における定期報告

〇：取締役会、●：経営会議等（※）

単年度業績予算とアクションプラン

取締役会等における定期報告

〇：取締役会、●：経営会議等（※）

https://www.iij.ad.jp/ir/integrated-report/financial_strategy/#anc01
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業務分掌規程・職務権限規程により、各部門・管理者の役割は明確化され、適切に権限移譲がなされ、全社的な意思決定の効率化を実

現しています。予算執行にあたり、週次で経営会議を運営し、経営幹部による議�のうえで、事業状況の変化に則した経営判断を行うと

ともに、新サービスの開発の進捗管理や方向性の修正等、事業運営における適時適切な9$ローアップを継続して行っております。

種別 内容

方針決裁

取り組みの方向性・方針・戦略等を承認するもの。

例）新規事業・新規サービス開発、既存事業∕既存サービス更改方針、事業プランの策定、新制度の導入、重

要なルール改定　等

支出決裁 権限規程に基づき、金銭の支出承認を行うもの。

報告事項

方針決裁・支出決裁後の案件進捗、及び、別途定める報告事項に準じてその進捗（計画比実績、課題、今後の

見通し等）に
いて報告・議�するもの。

IIJは、各役職員が求め�れる役割を高いレベルで発揮できるよう、役職員の役割・グレー3別に求め�れる要件を定め、必要なタイ?

ングで、必要スキル・知識を習得できる研修制度を構築しています。主な研修制度は、以下の通りです。

新人研修、新任課長研修、新任部長研修、新任役員研修

階層別研修（リーダーシップ・マネジメント研修）

専門スキル開発（営業研修、技術研修、IIJサービス理解研修等）

グローバルキャリア開発（海外トレーニー制度、グローバルキャリア制度）

自己啓発支�（資格支�制度、ビジネススキル研修、英語研修）

ハラスメント研修、メンタルヘルス研修、キャリア研修

コンプライアンス研修（倫理規程、贈収防止、インサイダー取引の禁止）

経営会議における意思決定に�いて

経営会議における決裁・報告事項

役職員への研修

コンプライアンス研修は全役職員（契約社員・派遣社員含む）が対象（※）
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IIJは社長直轄の独立した組織として内部監査室を設置しています。内部監査室は、財務数値の正確性の確保、コンプライアンスの充

実、業務�率の増進を目的として、内部監査計画を策定しています。内部監査室は内部監査報告書を作成し、社長・被監査部�長に報告

し、改善指摘事項がある場合、改善計画の内容及び改善状況を確認します。内部監査室では、経営課題や重要性に応じ以下のような分

類を設け、複数の観点から複数の部署・子会社を対象とした内部監査を実施しています。

業務監査（テーマ監査、組織構造分類別監査、定期監査）

J-SOX内部監査

内部監査室は監査役との連携強化を図るた�、監査役会への陪席、監査役への定期的な"�ーティング及び監査役との定期的な意見交

換を行な�ています。

年度 内部監査室と監査役の連携

2022年度

監査役会への陪席：14回/14回

監査役との意見交換：61回

2021年度

監査役会への陪席：13回/13回

監査役との意見交換：1	回

2020年度

監査役会への陪席：13回/13回

監査役との意見交換：13回

内部監査の状況
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IIJは、情報資産を適切に取り扱うための行動規範として、情報セキュリティ基本方針を策定しています。役職員（契約社員・派遣社員

含む。）は、入社時の情報セキュリティに係る教育を通じて、基本方針及び関連規程への理解を深めています。

IIJは、情報セキュリティ責任者(CISO)を配置するとともに、情報セキュリティ委員会を設置しています。これら体制により、情報セキュ

リティに係る運営状況を正確に把握し、必要な施策を遅滞なく実施しています。役職員の情報セキュリティに係る基本方針及び関連規程

への遵守状況を確認するため、内部監査（年１回）・外部監査（IS�S：年1回）を実施しています。

IIJは、個人情報の重要性を鑑み、個人情報保護方針を策定しています。役職員（契約社員・派遣社員含む。）は、入社時の個人情報に

係る教育を通じて、方針及び関連規程への理解を深めています。

個人情報の取り扱い部�には個人情報の管理責任者を配置し、適切な個人情報の取得・利用・管理等を実施しており、個人情報の照

会、修正及び削除等の希望については、すみ�かに対応しています。役職員の個人情報保護に係る基本方針及び関連規程への遵守状況

を確認するため、内部監査（年１回）・外部監査（プライバシーマーク：年1回）を実施しています。

IIJは、EUの個人データ保護法「一般データ保護規則（GDPR）」（※2）に則ってIIJグループの個人データ保護方針を文書化したBCRに

関し、ドイツのプライバシー保護監�機関より承認を取得しました。BCRの承認取得により、IIJグループが提供する全サービスは欧州

と同等のプライバシー保護レベルにあると見なされ、IIJグループ内においてEUの個人データを国境をまたいで、適法に流通させること

ができます。

IIJは、データ$バ1=スの強化を目的に取締役副社長を議長とするデータ$バ1=ス会議を開催しております。データ$バ1=ス会議

では、データ$バ1=スに関連する内部統制システム及びサービスC業のB管部⾨より報告を徴収し、そのリスク評価を多⾯的かつ包

括的に行い、それ�れの部⾨等に対して助⾔をAえるとともに、社⻑に対して勧告を出すことを役割としています。

情報セキュリティへの取り組み

情報セキュリティへの取り組み

個人情報保護への取り組み

拘束的企業準則（Binding Corporate Rules：BCR）（※1）の承認取得

EUの個人データ保護法「一般データ保護規則（GDPR）」に則り、欧州経済領域（EEA）より取得された個人データを保護するための方

針と、その個人データをEEA域外のグループ会社に共有する場合のルールを定めるもの

（※1）

EEAにおける個人データの「処理」と「移転」について遵守すべき義務を規定する法律（※2）

データガバナンスへの取り組み

https://www.iij.ad.jp/securitypolicy/
https://www.iij.ad.jp/privacy/
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2023年6月現在、NTT及びNTTコミュニケーションズの間接保有を含めて所有する当社株式数及び株式所有割合は20,387,000株及び

11.1%で、KDDIが所有する当社株式数及び株式所有割合は20,387,000株及び11.1%であり、両社グループは同率にて当社の第一位の株

主にあたります。

NTT及びNTTコミュニケーションズとの間では、1996年1月の当社の資本強化のための第三者割当増資におけるNTTの資本参加、2003年

9月のNTT及びNTTコミュニケーションズを主要引受先とする第三者割当増資との資本取引がありました。2023年3月31日時点のNTTグ

ループに�る当社株式の株式所有割合は25.9%であり、NTTは当社の�の他の関係会社に該当しておりました。

KDDIとの間では、1994年6月の当社の資本強化のための第三者割当増資におけるKDDIの資本参加等の資本取引があり、2023年3月31日

時点のKDDIに�る当社株式の株式所有割合は0.9%でありました。

NTTの当社株式の一部処分との方針を受け、2023年5月18日付けで、当社はKDDIと資本業務提携契約を締結のうえ、KDDIがNTTから当

社株式18,707,000株を譲受しました。2023年5月19日付けで、当社は自己株式の買付けを行い、NTTは3,928,500株を売却いたしまし

た。また、この他にNTTは当社株式の一部売却を行い、これらの結果、両社グループの所有する当社株式数及び株式所有割合は上記の

通りとなり、NTTは当社の�の他の関係会社に該当しなくなりました。

当社は、インターネット接続サービス等の提供にあたり、アクセス回線、国内及び国際バックボーン回線、�AN回線、モバイル通信回

線及び設備、データセンター施設設備等に
いて、NTTグループ及びKDDIの提供するサービスを多く利用しております。NTTグループ及

びKDDIとのこれらの商取引の経済条件は、出資関係にあることに�る特別の取り決めは存在せず、通常の商慣習の範囲にあります。

NTTグループ及びKDDIは、当社が提供するモバイルサービスを含むインターネット接続サービス、�ANサービス、セキュリティ関連等

のア ト+ーシングサービス及びシステムインテグレーション等のF業領域で、当社と競合するサービスを提供しております。当社グル

ープとの間で一部の案件で一定の競合が生じることはありますが、出資関係にあることに�る特段の取り決めは存在せず、当社グループ

として自主性を�った経営を行っております。

2023年3月�における当社グループのNTTグループからの売上高は46億円、KDDIからの売上高は3億円でありました。

関連当事者取引

NTTグループ及びKDDIの出資経緯等について

NTTグループ及びKDDIとの商業的な関係について
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https://www.iij.ad.jp/ir/policy/philosophy/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality01/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality02/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality03/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality01/innovation/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality01/issues/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality01/climate/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality01/climate/tcfd/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality02/security/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality02/network/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality03/diversity/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality03/development/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality03/health/
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https://lrqa-sus.co.jp/csr/principal-consultant/
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IIJは、一部の研究者や専門家だけが利用していた「インターネット」を誰もが利用できる商用サービスとして提供するというミッショ

ンのもと、国内で初めてとなるインターネット接続サービスを開始しました。

以降、「メールやWebのセ"ュ@ティ対策」、「モバイルサービス価格の適正化」な�、様々な社会課題の解決に貢献してきました。

こうしたフCンティ�ス4@ットはIIJにとって最も重要な、企業としての原点ともいうべきものです。

今日、インターネットは、個人が利用するSNS、eコマース、動画配信サービスから、企業の情報システム、行政や金融サービス、テレ

ワーク、遠隔医療、災害時の情報共有まで、�ら�る領域に浸透し、重要な社会インフラの1つになっています。IIJはインターネットに

関連する技術開発で常にイニシ�ティ6を取り続け、利便性の向上、業務効率化、人とモ0の移動削減を推進していきます。また、

2015年の2@協定 以降、世界各国での気候変動対策の取り組みが年々拡大し、IT業界においても電力消費量の削減に大きな注目が集ま

っています。IIJは自社データセンター設備で消費する電力をK心に省エネ・再エネ活用な�を推進し、カーボンニュートラルの実現を

目指していきます。

重要課題1

技術革新によりネットワークインフラの進化を牽引し、

様々な社会課題の解決に貢献

基本的な考え方

イノベーションの創出

より良いネットワーク社会を実現する技術革新を創出し

続け、新たな価�と利用形態を提案

事業を通じた社会課題の解決

労働人口の減少、経済生産性の効率化、健康と福祉の増

進な�、社会課題解決に役立つインターネットサービス

を提供

気候変動への対応

データセンターな�での省エネと再エネ活用によるカー

ボンニュートラル実現に向けた取り組みの実施、人モ0

の移動削減・省資源な�インターネットサービスによる

環境貢献を推進

TCFD提言に基づく情報開示

https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality01/innovation/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality01/issues/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality01/climate/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality01/climate/tcfd/
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IIJのR&DセンターであるIIJ技術研究所には高い専門性を持つ研究

者が在籍し、インターネットの現状の計測・分析や、次世代の技

術の研究開発を行っています。また、世界各国のインターネット

研究者との共同研究や、インターンの受け入れなども行っていま

す。

IIJ技術研究所

IIJにおけるすべてのh業の基礎となっているインターネットは、世界各国の研究者・技術者・利用者からなる人々の集まり（コミュニ

ティ）に�って育まれ、発展してきました。インターネットを更に発展させるため、IIJは国内外のコミュニティをは�め、大学などの

研究機関、公的機関、民間企業と連携し、新たなイEMーションの創出に取り組んでいます。また、自社で開発された技術や、技術の商

用化に�って得られた知見を積極的に公開することで、新しい技術の普及を促進しています。

インターネットソサエティ（Internet Society）は1992年に設立された国際非営利団体で、インター

ネットにまつわる技術の標準化、教育、ポリシーに関する議論をf導しています。IIJはインターネッ

トソサエティの設立メンバーとして参加し、現在は3ールBメンバー企業として活動を支えていま

す。

インターネットソサエティと協調する組�であり、インターネットで利用される技術の標準化の議論

が行われるIETF （Internet Engineering Task Force）においても、複数の]ー.ンググループにIIJの

エンジニアが参加し、IIJが運用するインターネットの知見にもとづいた議論を行い、技術開発に貢

献しています。

Internet Society（ISOC）

Internet Engineering Task Force（IETF）

イノベーションの創出

オープンイノベーション:産学官連携の拡大

インターネットに関わるコミュニティへの参画

インターネット ��ティ:IETFへの参画

産学連携への取り組み

IIJ技術研究所

https://www.internetsociety.org/
https://www.ietf.org/
https://www.iijlab.net/
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大規模な商用インフラを運用する事業者として、実環境を利用した実証実験を大学と共同で行っています。

東京大学と共同で行っている「プライベートLTE」「パブリックLTE」間で通信をシームレスに切り替えるた�の研究では、IIJが運用し

ている商用のフルMVNO（※）基盤が利用されています。また、東京大学、APRESIA、富士通と共同で行った「Local5G∕6Gモバイルシ

ステムのオープンソースソフトウェア開発」では5G携帯電話網の中核技術である5Gコアネットワークの国産・低コスト化に成功しまし

た。

これらの継続的な研究や開発によって、各種産業分野におけるローカル5Gの普及が促進されると考えています。

京都大学、東北大学などが実施中の「次世代公衆無線LAN技術（Passpoint）を用いた5Gデータオフローディングに関する研究開発」で

は、フルMVNOとしてモバイルネットワークの提供および、SIM/eSIMの提供・技術支援を行っています。

国内初！東京大学とIIJ、パブリックLTEとプライベートLTEの統合連携に関する実証実験を開始

次世代通信規格の素地となる5G中核技術の国産・低コスト化に成功

次世代公衆無線LAN技術（Passpoint）を用いた5Gデータオフローディングに関する研究開発を促進

インターネット上で利用されるソフトウェアの多くは、特定の企業ではなく、有志の開発者が集まってできたコQュCティによって維持

されています。IIJもこうしたコQュCティが開発するオープンソースソフトウェアを数多く利用するとともに、ソフトウェアの改良など

を積極的にコQュCティに還元することで、オープンソースソフトウェアの機能及び信頼性の向上に貢献しています。

また、Webサーバソフトウェア「NGINX（エンジンエックス）」 と組み合わせて利用するアクセス制御機能や、文書の効率的な共有・

管理が行えるソフトウェアを公開するなど、オープンソースソフトウェアをもとに、利便性の向上や業務環境の改善に役立つソフトウェ

アやツールを独自開発する活動も積極的に行っています。

NetBSD

OpenBSD

IIJ、世界シェアNo.1のWebサーバソフトウェア「NGINX」向けLDAP認証モジュールを無償提供

IIJ、文章ごとに異なるアクセス権限を設定できる文書共有アプリ1ーシWンを独自開発し、オープンソースソフトウェアとして無償

公開

IIJの技術を定期的に発信する技術レポート誌「Internet Infrastructure Review」や、最新情報をタ

イムリーに紹介する技術ブログを通じた積極的な情報発信も行っています。

Internet Infrastructure Review

IIJエンジCアブログ

YouTubeのIIJ Techチャンネルでは、IIJグループの開発・運用にまつわる情報を中心に幅広い技術テ

ーPで発信しています。

また社外のエンジCアとi流する技術イベント「IIJ Technical Seminar – ITS」を開催しています。

IIJ Techチャンネル

IIJ Technical Seminar – ITS

大学との共同研究

MVNO：Mobile Virtual Network Operatorの略。物理的な移動体回線網を自社では持たず、保有する他の移動体通信事業者（携帯電話事業

者など）から借りて移動体通信サービスを行う事業者のこと。

フルMVNO：加入者管理機能（HLR/HSS）を保有・運営することで、自社独自のSIMカードを発行するなど、より自由なサービス設計が可

能になるMVNO事業者のこと。

（※）

技術・知見の公開

オープンソースソフトウェアへの貢献

技術情報の発信

IIR（Internet Infrastructure Review）、技術ブログ

IIJ Techチャンネル、IIJ Technical Seminar – ITS

https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2019/0605.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/1124.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/0214.html
https://www.netbsd.org/
https://www.openbsd.org/
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/0614.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2023/0525.html
https://www.iij.ad.jp/dev/report/iir/
https://eng-blog.iij.ad.jp/
https://youtube.com/playlist?list=PLTKODctBx8g8JgiuY6DZiryJZTwPEdk4K
https://www.iij.ad.jp/dev/tech/
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青少年のインターネット利用に伴う事件を未然に防止し、また、

被害の拡大を防ぐための活動として、インターネットの安全な利

用�境の整備やメディアリテラシー向上のための啓蒙活動に参加

しています。

安心ネットづくり促進協議会

情報通信における安心安全推進協議会

IIJキッズ　インターネットQ&A

インターネットの普及は社会の発展に寄与していますが、一方で様々な課題も発生しています。IIJは安心・安全なインターネット社会

の実現のため、業界団体とともにイCシアティKを取って活動しています。

安全なインターネット社会の構築と利用者の保護を図るため、情

報セキュリティレMルの向上やサイバー攻撃の実態調査及び防御

策の検討・実証などに寄与する団体に参加し、インシデント

（※）対応力の向上に努めています。

FIRST（Forum of Incident Response and Security Teams）

一般社団法人ICT-ISAC

NPO法人日本ネット]ークセキュリティ協会（JNSA）

日本セキュリティ,NレーシWン事業者協議会（ISOG-J）

一般社団法人日本コンピュータセキュリティインシデント対応チーム協議会（CSIRT）

特定非営利活動法人デジタル・フォレンジック研究会

迷惑メール抑止など、ネット]ークの濫用への対策を目的とした団体に参加し、協議・対応を行うと

ともに、世界的な取り組みや技術をいち早くサービスにフィーBバックしています。

M3AAWG（Messaging, Malware and Mobile Anti-Abuse Working Group）

JPAAWG

迷惑メール対策推進協議会（ASPC：Anti-Spam mail Promotion Council）

GDPR（一般データ保護規則）をは�めとした世界のLライバシー保護法制のもと、日本企業のLラ

イバシーデータ保護を盤石なものとするため、日本DPO（※）協会に理事として参加しています。

日本DPO協会

インターネットにまつわる諸課題への対応

インターネットセキュリティへの取り組み

インシデント：ウイルス感染や情報漏えいなど、重大事故につ

ながる恐れがある事象のこと。

（※）

メールの安全性確保への寄与

安全・安心なインターネットのための啓蒙活動

プライバシー保護レベルの向上

DPO（Data Protection Officer）：GDPRにおいて、一定以上の要件を満たす企業に対して設置を求め

られるデータ保護責任者のこと。

（※）

https://www.first.org/
https://www.ict-isac.jp/
https://www.jnsa.org/
https://isog-j.org/
https://www.nca.gr.jp/
https://digitalforensic.jp/
https://www.m3aawg.org/
https://www.jpaawg.org/
https://www.dekyo.or.jp/soudan/aspc/
https://www.good-net.jp/
https://www.fmmc.or.jp/hyogo/kyougikai/gaiyou.html
https://www.iij.ad.jp/kids/
https://dpo.or.jp/
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日本のデータセンターの国際競争力向上や省エネ化を目指し、各団体に参加しています。

特定非営利活動法人日本データセンター協会（JDCC）

一般社団法人電子情報技術産業協会（JEITA）

IIJは、誰もが信頼できる確実なコミュニケーションインフラを目指して、インターネット技術の国際標準化や、安全なインターネ

ット社会の構築に向けたセキュリティ活動な�、インターネットの技術発展、普及に関する様々な活動に取り組んでいます。

IIJ参加団体一覧

データセンターの発展・省エネルギーを目指す取り組み

https://www.jdcc.or.jp/
https://www.jeita.or.jp/japanese/
https://www.iij.ad.jp/company/about/point/organizations/


066

https://www.iij.ad.jp/svcsol/category/iot/business/
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2020/0803.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/0404-2.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/0720-2.html
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※

※

※

※

https://www.iij.ad.jp/svcsol/dwp/
https://www.iij.ad.jp/biz/omnibus/
https://www.iij.ad.jp/biz/uom/
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https://www.iij.ad.jp/biz/mpc/
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/1212.html
https://www.seil.jp/
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https://www.iij.ad.jp/interview/02.html
https://www.iij.ad.jp/biz/e-note/
https://www.iij.ad.jp/biz/e-note/event/2019.html
https://www.necolico.co.jp/
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https://www.iij.ad.jp/biz/giga_school/
https://ent.iij.ad.jp/articles/3685/
https://www.iijmio.jp/hdd/option/mimamori/
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2023/0127.html
https://www.iij.ad.jp/datacenter/tech/iijdc/coizmoi.html
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality01/climate/#anc02
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https://www.iij.ad.jp/datacenter/tech/iijdc/matsuedcp.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/1124.html
https://www.grapeone.co.jp/
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https://www.iij.ad.jp/interview/03.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/1216.html
https://www.iij.ad.jp/biz/iot-agri-paddy/
https://www.f-isac.jp/
https://www.decurret-dcp.com/
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https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality01/climate/tcfd/
https://www.iij.ad.jp/datacenter/tech/iijdc/matsuedcp.html
https://www.iij.ad.jp/svcsol/certificate/#anc05
https://www.iij.ad.jp/datacenter/tech/cn/
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https://www.iij.ad.jp/datacenter/tech/iijdc/izmo.html
https://www.iij.ad.jp/datacenter/tech/iijdc/izmo.html#anc01
https://www.iij.ad.jp/datacenter/tech/iijdc/coizmoi.html
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※

※

https://www.iij.ad.jp/interview/05.html
https://www.iij.ad.jp/datacenter/tech/cn/#anc01
https://www.iij.ad.jp/datacenter/tech/iijdc/shiroidcc.html
https://www.iij.ad.jp/datacenter/tech/cn/#anc02
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2020/1217.html
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https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2017/0920.html
https://www.iij.ad.jp/dev/report/iir/036/03.html
https://www.iij.ad.jp/biz/h-smart-meter/
http://route-b.iij.ad.jp/
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※

※ ※

※

※

※

https://www.iij.ad.jp/svcsol/dwp/
https://www.iij.ad.jp/biz/fxm/
https://www.iijglobal.co.jp/service/collabo-de-world/
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/0204.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/0204-2.html


078

IIJは創業以来、社会の需要を先取りして革新的な技術を開発し、多くのインターネット関連のネットワークサービスを生み出してきま

した。継続的に高められてきた技術力を活かし、�社会インフラを支えるための信頼性及び付加価値の高いITサービスの開発、提供を行

うことにより、ネットワーク社会が最適に運営されることに貢献していく」という経営理念にもとづき、た�ま�開発・運用・利用検証

のサイクルを実施しています。

インターネットは、人々の生活や事業活動を支える重要な社会インフラです。常に安全かつ安定したインターネットサービスを提供し

続けることがIIJの責務であり、さらにその基盤として、自然災害や事故な�B測の事態が発生した際にも途切れることのない強靭なバ

ックボーン・ネットワークを構築・運用することは、IIJの企業価値を高めることにもつながると考えます。

また、インターネットが急速に発達したために、プライバシーの保護や-(9;0ィ対策に様々な課題が生じています。�Uにおける制

裁金な�の罰則規定も定めたGDPR（一般データ保護規則）の施行をはじめ、データのプライバシーと保護を推進する動きが各国で進ん

でいます。IIJはこうしたCのDの動きに合わせて、今後想定される各国・地域の経済連携協定と連動した個人データの相互流通の枠組

みや標準化の整備を見据え、いち早くサービスの開発と提供を行っていきます。

重要課題2

社会インフラを支える、

安全で強靭なインターネットサービスの提供

基本的な考え方

セキュリティとプライバシー保護

すべての利用者のプライバシーと-(9;0ィが、�当

たり前」に守られているC界を目指す

ネットワークの強靭化

産業、教育、暮らしの基盤として、自然災害や事故、サ

イバー攻撃に負けない、強靭なバックボーン・ネットワ

ークの構築と運用

https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality02/security/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality02/network/
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https://www.iij.ad.jp/wizsafe/
https://www.iij.ad.jp/wizsafe/
https://www.iij.ad.jp/biz?tab=1&key=category04
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https://www.iij.ad.jp/wizsafe/soc/
https://www.iij.ad.jp/biz/privacy/
https://www.iij.ad.jp/biz/c-soc/
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https://wizsafe.iij.ad.jp/
https://www.iij.ad.jp/dev/report/iir/
https://sect.iij.ad.jp/
https://www.first.org/
https://www.ict-isac.jp/
https://www.jnsa.org/
https://isog-j.org/
https://www.nca.gr.jp/
https://digitalforensic.jp/
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https://www.iij.ad.jp/sustainability/sca/#anc01
https://www.iij.ad.jp/svcsol/security-education/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/sca/#anc02
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https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2021/0225-2.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/0404.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/0915.html
https://www.iij.ad.jp/bcr/
https://www.iij.ad.jp/isms/
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https://www.iij.ad.jp/privacy/
http://privacymark.jp/
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2021/1221.html


085

※
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https://www.iij.ad.jp/company/backbone/
https://www.iij.ad.jp/news/iijnews/vol_169/detail_05.html
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※
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https://www.iij.ad.jp/interview/09.html
https://eng-blog.iij.ad.jp/archives/18730
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https://www.iij.ad.jp/movie/stories1.html
https://www.iijmio.jp/info/iij/1685940014.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/1025.html
https://www.iij.ad.jp/datacenter/tech/cn/#anc02
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IIJ（単体）意識調査結果 - 総合満足度 IIJ（単体）離職率推移

日本で最初にインターネットの本�的商用サービスを始めたIIJは、1992年の創業以来、新しいことに積極的に挑み続ける企業文化を大

切にしています。グローバル化が進み、世の中の変化がかつてなく激しくなっている現代において、今後も新たな技術や価値を生み出

し、更に成長し続けていくためには、ダイバーシティを推進し、才能をいかんなく発揮できるような環境を整えることが重要です。

IIJには、創業当時から変わらない「個」を尊重する文化と、情報や価値観を共有し合い、何かを生み出していこうと考える「場」を自

由につくる気風があります。経営理念にも「技術革新や社会貢献に積極果敢に挑戦する人材が集まり、誇りとやりがいをもって自律的に

能力を発揮出来る場を提供していく」と定めています。

こうした理念のもと、IIJグループは多様な従業員の意見や想いを尊重し、それぞれの能力を発揮しながら理想の実現に向け自ら3ャレ

ンジし、自由に取り組める環境を充実させることで、一人ひとりの(ャD$形成をサ>ートしています。また心身ともに健康で安心して

働ける安全な職場環境を整備することに加え、ワークライフバランスの実現を推進しています。これにより従業員との'ン+ージメント

をより一層向上させていきます。

IIJグループのR業において、「創業来培ってきたインターネット関連技術」「顧客ニーズに合った多種多様なサービス群」「約14,000

社の顧客基盤」等が重要な知的財産であり、これらを支える人材が競争力の源泉です。IIJに根付いた挑戦を後押しする社風が、個々人

の想いや目標に合致し、その結果として付加価値と信頼性の高い新たな技術やサービスを創出し、それらを安定的に運用し提供するこ

とで、社会に貢献してまいります。

IIJグループは、このように人的資本や知的財産を尊重し伸ばしていく経営を実践し、継続することで、更なる企業価値向上を図ってま

いります。

IIJでは社員意識調査を年1回実施しており、総合満足度は高い水準で推移しています。また離職率に関しては業界平均である10%前後

（情報通信業雇用動向調査、厚生労働省調べ）に対して低い比率で推移しています。

重要課題3

多様な才能と価値観を持つ人材が活躍し、

積極果敢に挑戦できる場の提供

基本的な考え方

ダイバーシティの推進

性別、国籍、障がいの有無な�に関わらず、すべての従

業員の価値観が尊重され、能力を発揮できる職場環境の

提供

人材の育成

従業員の自己実現や学習意欲、社会貢献の@3=ーシB

ンを最大限尊重し、支�する風土の維持・発展

安心・安全な労働環境の整備と�ーライ�バ

ランスの実現

心と体の健康を守る職場環境を提供するとともに、従業

員のURと家庭生活のO立を支�

https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality03/diversity/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality03/development/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/materiality03/health/
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https://www.iij.ad.jp/sustainability/sca/activities/zaitaku.html
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https://www.itmedia.co.jp/news/articles/2301/31/news050.html
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https://www.iij.ad.jp/career/recruit/hr_development/
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2021/1101-2.html
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https://www.iij.ad.jp/saiyo/workstyle/
https://www.iij.ad.jp/career/this_is/environment/
https://www.iij.ad.jp/saiyo/workstyle/
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https://www.iijglobal.co.jp/news/2020/info_20200306.html
https://ryouritsu.mhlw.go.jp/hiroba/planfile/202306261010115761688_1.pdf
https://positive-ryouritsu.mhlw.go.jp/positivedb/planfile/20211005909042125373_1.pdf
https://positive-ryouritsu.mhlw.go.jp/positivedb/planfile/201604271616271678381_1.pdf
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https://www.iij.ad.jp/iijacademy/
https://www.nic.ad.jp/ja/topics/2023/20230302-01.html
https://www.iij.ad.jp/dev/tech/
https://www.iij.ad.jp/dev/report/iir/
https://eng-blog.iij.ad.jp/
https://www.youtube.com/playlist?list=PLTKODctBx8g8JgiuY6DZiryJZTwPEdk4K
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https://www.iij.ad.jp/sustainability/sca/visit/
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2023/0227.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2019/1212-2.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2019/0701.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2017/0531.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2018/0918.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2015/0528.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2017/0308.html
https://www.iij.ad.jp/sustainability/sca/activities/index01.html
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https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2019/0730.html
https://eng-blog.iij.ad.jp/archives/1968
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2020/0917.html
https://dpo.or.jp/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/sca/activities/index02.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2021/0624.html
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https://www.tokyo-harusai.com/
https://www.iij.ad.jp/news/concert/
https://www.iij.ad.jp/news/bpm/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/sca/activities/index03.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2020/1027-2.html
https://www.iij.ad.jp/news/harusai/
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2023/0221.html
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https://www.iij.ad.jp/news/iijnews/sasajima/
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2022/0308.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2023/0227-2.html
https://www.iij.ad.jp/news/pressrelease/2023/0228.html
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https://src-first-hp.jimdofree.com/
https://www.iij.ad.jp/kids/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/sca/activities/index04.html
https://www.iij.ad.jp/sustainability/sca/activities/
https://www.iij.ad.jp/sustainability/sca/activities/nit-run.html
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https://www.iij.ad.jp/ir/esg/governance/
https://www.iij.ad.jp/ir/esg/environment/
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■ 会 社 情 報

株式会社インターネットイニシアティブ
Internet Initiative Japan Inc.

〒102-0071 東京都千代田区富士見2-10-2　飯田橋グラン・ブルーム
Tel：03-5205-6500　
E-mail：info@iij.ad.jp　
URL：https://www.iij.ad.jp/

1992年12月3日

23,023百万円

連結 4,451人　単体 2,475人

インターネット接続サービス、WANサービス及びネットワーク関連サービスの提供、
ネットワーク・システムの構築・運用保守、通信機器の開発及び販売

東京証券取引所プライム市場　(2022年4月4日移行、証券コード：3774)

日本電信電話株式会社／エヌ・ティ・ティ・コミュニケーションズ株式会社、KDDI株式会社、
伊藤忠テクノソリューションズ株式会社、鈴木 幸一

三井住友銀行　みずほ銀行　三菱UFJ銀行　三菱UFJ信託銀行

名 称

本 社 所 在 地

設 立 年 月 日 

資 本 金 

従 業 員 数

事 業 内 容

上場証券取引所

主 要 株 主

主 要 取 引 銀 行

会社概要  2023年5月31日現在

代表取締役会長

代表取締役社長

取締役副社長

専務取締役

常務取締役

取締役

監査役

常務執行役員

執行役員

鈴木 幸一（Co-CEO）

勝 栄二郎（Co-CEO & COO）

村林 聡　谷脇 康彦

北村 公一　渡井 昭久（CFO）　

川島 忠司　島上 純一（CTO）　米山 直志（CIO）

塚本 隆史（非常勤）*1　佃 和夫（非常勤）*1　岩間 陽一郎（非常勤）*1

岡本 厚（非常勤）*1　鵫巣 香穂利（非常勤）*1

大平 和宏*2　田中 正子　道下 崇（非常勤）*2　内山 晃一（非常勤）*2

飛田 昌良　鯵坂 慎　山井 美和　丸山 孝一　立久井 正和　沖田 誠司　江坂 忠晴　墨矢 亮

川又 正実　大西 丈則　井手 隆裕　矢吹 重雄　荒木 健　染谷 直　城之内 肇　日山 孝彦　

川上 かをり　白崎 博生　波多野 剛

取 締 役

監 査 役

執 行 役 員

役員  2023年6月30日現在

（*1）独立社外取締役　（*2）社外監査役

 2,527.1億円

 272.2億円

 188.4億円

売 上 収 益

営 業 利 益

連結業績概況（国際財務報告基準（IFRS）） 2023年3月期

親会社の所有者に帰属する当期利益
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支社／支店／営業所

〒541-0041 大阪府大阪市中央区北浜4-7-28 住友ビルディング第2号館　Tel: 06-7638-1400　Fax: 06-7638-1401

〒450-0003 愛知県名古屋市中村区名駅南1-24-30 名古屋三井ビルディング 本館4F　Tel: 052-589-5011　Fax: 052-589-5012

〒812-0039 福岡県福岡市博多区冷泉町2-1 博多祇園M-SQUARE　Tel: 092-263-8080　Fax: 092-263-8100

〒060-0004 北海道札幌市中央区北四条西4-1 伊藤・加藤ビル5F　Tel: 011-218-3311　Fax: 011-218-3312

〒980-0013 宮城県仙台市青葉区花京院1-1-20 花京院スクエア15F　Tel: 022-216-5650　Fax: 022-216-5651

〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜2-15-10 YS新横浜ビル8F　Tel: 045-470-3461 Fax: 045-470-3462

〒930-0856 富山県富山市牛島新町5-5 タワー111 10F　Tel: 076-443-2605　Fax: 076-443-2606

〒730-0022 広島県広島市中区銀山町3-1 ひろしまハイビル21 5F　Tel: 082-543-6581　Fax: 082-543-6582

〒900-0015 沖縄県那覇市久茂地1-7-1 琉球リース総合ビル　Tel: 098-941-0033　Fax: 098-941-0034

〒950-0912 新潟県新潟市中央区南笹口1-1-54 日生南笹口ビル7F　Tel: 025-244-8060

〒471-0025 愛知県豊田市西町4-25-13 フジカケ鐵鋼ビル5F　Tel: 0565-36-4985

関 西 支 社

名 古 屋 支 社

九 州 支 社

札 幌 支 店

東 北 支 店

横 浜 支 店

北 信 越 支 店

中 四 国 支 店

沖 縄 支 店

新 潟 営 業 所

豊 田 営 業 所

組織体制 2023年4月1日現在

内部監査室

会長 監査役

取締役

社長

ビジネスユニット統括本部

ビジネスユニット

公共システム事業部

第二事業部

第一事業部

金融システム事業部

第三事業部

第四事業部

第五事業部

パートナー事業部

グローバル事業本部

ビジネスリスクコンサルティング本部

プロフェッショナルサービス第一本部

西日本事業部

プロフェッショナルサービス第二本部

東日本事業部

中日本事業部

サービスプロダクト推進本部

九州・中四国事業部

クラウド本部

ネットワーク本部

テクノロジーユニット

MVNO事業部

サービス企画推進本部

サービス統括本部

IoTビジネス事業部

セキュリティ本部

基盤エンジニアリング本部

会長室

社長室

コンプライアンス部

人事部

技術研究所

サステナビリティ委員会

IIJアカデミー推進室

管理本部

危機管理部

広報部

経営企画部

事業基盤システム1部

事業基盤システム2部

総務部

経営企画本部

財務部

購買部

経理部

財務本部
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プロバイダー事業から各種アウトソーシング、
ネットワーク・システム・インテグレーションなど、ネットワークに
関するサービス全般を提供いたします

■ グループ 会 社 一 覧

連結子会社

株式会社トラストネットワークス
金融決済サービス（ATM運用サービスなど）の企画・運営
〒102-0071 東京都千代田区富士見2-10-2 飯田橋グラン・ブルーム

株式会社II Jグローバルソリューションズ
WANサービスの提供をはじめとする、国内ネットワーク・アウトソーシングサービス関連事業
及び国際ネットワーク関連サービスを提供
〒102-0071 東京都千代田区富士見2-10-2 飯田橋グラン・ブルーム

I I J  Ame r i c a  I n c .
米国におけるISP事業及び当社の米国インターネットバックボーン網の構築と運用
55 East 59th Street, Suite 18C, New York, NY 10022, U.S.A.

I I J  Eu rope  L im i t ed
高品質なサービスと付加価値の高いSIの提供を通じ、欧州に拠点を持つ日系企業のIT導入を支援
1st Floor 80 Cheapside London EC2V 6EE, U.K.

ネットチャート株式会社
LAN関連を中心としたネットワーク構築事業
〒222-0033 神奈川県横浜市港北区新横浜2-15-10 YS新横浜ビル8F

株式会社II Jエンジニアリング
ネットワークの運用管理、テクニカルサポート、コールセンターなどのアウトソーシング受託
〒101-0041 東京都千代田区神田須田町1-23-1 住友不動産神田ビル2号館15F

株式会社II Jプロテック
法人向けのシステム運用、サービスサポート業務を中心に幅広くアウトソーシング事業を展開
〒102-0071 東京都千代田区富士見2-10-2 飯田橋グラン・ブルーム
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JOCDN株式会社  
動画配信のためのCDN（Content Delivery Network）サービスを提供
〒102-0071 東京都千代田区富士見2-10-2 飯田橋グラン・ブルーム

持分法適用関連会社

インターネットマルチフィード株式会社
インターネット相互接続（IX）サービス、IPv6ローミングサービスなどを提供
〒101-0047 東京都千代田区内神田3-6-2 アーバンネット神田ビル10F

株式会社トリニティ  
ASP型のポイント管理システムの提供
〒102-0071 東京都千代田区富士見2-10-2 飯田橋グラン・ブルーム
Tel：03-5205-6486　URL：https://www.3inc.jp/

株式会社ディーカレットホールディングス 
デジタル通貨の取引・決済を行う金融サービス事業を展開
〒102-0071 東京都千代田区富士見2-10-2 飯田橋グラン・ブルーム
URL：https://www.decurret-dcp.com

PTC SYSTEM (S )  PTE  LTD
主としてシンガポールにおいて、ストレージ・サーバー関連のシステム構築を中心としたソリューションを提供
Jackson Design Hub 29 Tai Seng Street #04-01 Singapore

2023年4月現在

I I J  Deu t s ch l and  GmbH
高品質なサービスと付加価値の高いSIの提供を通じ、
ドイツ国内および欧州に拠点を持つ日系企業のIT導入を支援
Schwannstrasse 10b, 40476 Dusseldorf, Deutschland
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日本のインターネットは、II Jと共に始まり、
発展して きました

■ 沿  革

I
I
J
グ
ル
ー
プ
の
歩
み

サ
ー
ビ
ス
の
歴
史

■ 1999.8
IPv6の商用実験サービス

（トンネリング型）を開始
IPv4の枯渇問題にいち早く取り組み、
IPv6の通信を行う仕組みを開発しました。

国内初
■ 2007.8

「SMF-LAN」に関する特許権を取得。
（特許番号：特許第3996922号）

■ 1993.11
インターネット接続
サービスを開始
インターネットの商用接続サービスを国内で
初めて開始しました。それまで、一部の
大学や研究機関に限定されていたインター
ネットの利用が、これを機に一般の企業や
官公庁などに拡大していきました。

国内初

■ 1994.5
ダイアルアップ
IPサービスを開始
電話回線とモデムでインターネットに
つないでいた当時に利用された接続方式。
現在でも使用されている技術です。

国内初

■ 1994.11
ファイアウォール
サービスを開始
インターネットの普及にともなった
セキュリティ上の脅威の増大を背景に開始。
現在は当然のように利用されている
セキュリティ機能です。

国内初

■ 1997.11
米国でISP事業を開始。

■ 1996.12
個人向けサービス

「IIJ4U」の提供を開始。

■ 1998.8
企業向けアクセスルータ

「SEIL（ザイル）」の開発・販売を開始。

国内初

■ 1998.4
IPマルチキャスト
配信サービスを開始。

国内初

■ 1999.6
サービス品質保証
制度（SLA）を導入
インターネット接続サービスの品質を、
お客様に保証する制度を導入しました。

国内初

■ 2000.2
クラウドサービスの先駆けとなる「iBPS」を
開始。

■ 2001.5
JPNAPサービスを開始。

（インターネットマルチフィード株式会社）

■ 2001.9
個人向けサービス「IIJmio（ミオ）」の
提供を開始。

■ 2003.2
独自開発ルータSEIL（ザイル）を
コントロールするシステム「IIJ SMF」

（SEIL Management Framework）を
開発。（特許番号：特許第3774433号）

■ 2001.11
IPv6/IPv4デュアル
スタックサービスを開始。

国内初

1992

■ 2006.12
東京証券取引所市場第一部へ上場。

■ 2006.2
コナミ（株）と共同で、デジタルエンタテインメント
事業でのシステム業務を行う

（株）インターネットレボリューションを設立。
（2022年3月に（株）コナミデジタル
エンタテインメントへ営業譲渡）

■ 2006.8
LAN関連のネットワーク構築事業を行う
ネットチャート（株）を設立。

■ 2005.12
東京証券取引所マザーズにて株式公開。

■ 2007.6
個人向けISP事業を行う（株）ハイホーを
子会社化（2017年12月に第3者へ営業譲渡）。

■ 2005.2
欧州最大のIX事業者団体
“Euro-IX”に参画

（インターネットマルチフィード（株））。

国内初

■ 1996.3 
米国におけるISP事業を行う
IIJ America Inc.を設立。

■ 1992.12
（株）インターネットイニシアティブ企画と
して設立。

■ 1992.12
Internet Societyに設立メンバーとして参加。

■ 1993.5
（株）インターネットイニシアティブ（IIJ）に
社名を変更。

■ 1994.2
特別第二種電気通信事業者に登録。

■ 1995.11
アジア太平洋地域の国際バックボーン構築を
行う（株）アジア・インターネット・ホール
ディングを設立（2005年にIIJに吸収合併）。

■ 1995.1
動画配信サービスの提供を行う

（株）アイアイジェイメディアコミュニケーションズを
設立（2005年にIIJに吸収合併）。

■ 1997.9
NTTグループなどと共同で、IXサービスを
提供するインターネットマルチフィード（株）を
設立。

■ 1998.2
テクニカルサポートやアウトソーシング
サービス事業などを行う（株）ネットケアを設立。

■ 1996.11
SIやシステムアウトソーシング事業を行う

（株）アイアイジェイテクノロジーを
設立（2010年にIIJに吸収合併）。

■ 1998.4
次世代のインターネット技術を研究開発する
IIJ技術研究所を設立。

■ 1999.8
米国ナスダック市場にて株式公開

（2019年4月　上場廃止）

■ 1998.10
広域LANサービスを提供する

（株）クロスウェイブコミュニケーションズを
設立（2003年12月に第3者へ営業譲渡）。

国内初
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■ 2012.3
米国でクラウドサービスを提供開始。

■ 2008.1
モバイル通信サービス

「IIJモバイル」を開始
通信キャリアから無線通信の設備を借り受け、
独自の付加価値とともにサービスを提供する
MVNO事業を開始しました。

■ 2009.12
システムクラウドサービス

「IIJ GIO（ジオ）」を開始
2000年に開始した「iBPS」で培ったノウハウを
もとにクラウドサービスの提供を開始しました。

■ 2009.7
中小企業向けサービスブランド

「LaIT（ライト）」を開始。

■ 2011.4
松江データセンター
パークを開設
外気冷却コンテナユニットによるデータセンター。
クラウドサービス「IIJ GIO」の
省電力なファシリティとして利用を開始しました。

国内初

■ 2015.9
ネットワーククラウドサービス

「IIJ Omnibus（オムニバス）」を開始
ネットワークとネットワーク機能の仮想化を実現す
るクラウドサービスの提供を開始しました。

■ 2012.8
コンテナ型データセンターモジュール
に関する特許権を取得。

（特許番号：特許第5064538号）

■ 2013.1
中国でクラウドサービスを提供開始。

■ 2013.4
バックボーンネットワークを欧州へ拡張し、
世界一周して接続。

■ 2014.3
シンガポールでクラウドサービスを提供開始。

■ 2015.5
インドネシアでクラウドサービス「B i z n e t G I O 
Cloud」を開始。

■ 2015.4
DSD5.6MHzハイレゾ音源
によるライブ・ストリーミング
公開実験に成功。

世界初

■ 2018.3
フルMVNOの
サービスを提供開始

■ 2016.10
タイでクラウドサービス「Leap GIO Cloud」を開始。

■ 2017.4
ベトナムでクラウドサービス「FPT HI GIO CLOUD」を
開始。

■ 2022.9
自社開発のSA S E「I I Jセキュアアクセス
サービス」を開始。

国内初

■ 2019.3
4K映像・ハイレゾ音源の
インターネット・ライブ・
ストリーミング配信に成功

世界初

■ 2019.5
白井データセンターキャンパスを開設。

■ 2019.7
eSIM対応のデータ通信サービスを開始。

■ 2020.11
5Ｇ スタンドアローン方式のeSIMを開発。

国内初

国内初

2023

■ 2011.5
タイヘイコンピュータ（株）を（株）トリニティに
社名変更。

■ 2007.7
金融決済サービスの企画運営を行う

（株）トラストネットワークスを設立。

■ 2007.7
ポイント管理サービスをASP提供する
タイヘイコンピュータ（株）へ出資。

■ 2008.6
IIJ技術研究所を拡大し、

（株）IIJイノベーションインスティテュートを設立
（2022年4月にIIJに吸収合併）

■ 2010.9
国内及び国際ネットワーク関連サービスを
提供する（株）IIJグローバルソリューションズを
設立。

■ 2012.1
中国に現地法人を設立

（IIJグローバルソリューションズ）。

■ 2012.4
海外におけるSI事業を行う（株）IIJエクスレイヤを
設立（2014年にIIJに吸収合併）。

■ 2012.4
ネットワークの仮想化技術の研究開発を行う

（株）ストラトスフィアを設立（2015年7月に
IIJとACCESSに事業を継承し、解散）。

■ 2012.7
タイに現地法人を設立

（IIJグローバルソリューションズ）。

■ 2013.4
IIJエクスレイヤの英国法人を
IIJ Europe Limitedに社名変更。

■ 2014.10
（株）ネットケアを（株）IIJエンジニアリングに
社名変更。

■ 2015.1
インドネシアにBiznet Networksと合弁会社を
設立。

■ 2016.2
タイにTCC Technologyと合弁会社を設立。

■ 2016.11
ベトナムに現地法人を設立。

■ 2014.12
システム開発や運用、アウトソーシング事業を行う

（株）竜巧社ネットウエアを子会社化。

■ 2016.12
日本テレビ放送網（株）と動画配信サービスの
提供を行う合弁会社JOCDN（株）を設立。

■ 2018.1 
デジタル通貨の取引・決済を担う(株)ディーカレットを
国内有力企業各社との合弁会社として設立。

世界初

■ 2020.1
（株）竜巧社ネットウエアを
（株）IIJプロテックに社名変更。

■ 2021.4
シンガポールのSI企業、PTC SYSTEM (S) 
PTE LTDを子会社化。 

■ 2021.8
クラウド事業者（IaaS）として欧州の監督機関
より「拘束的企業準則（BCR）」の承認取得。

■ 2022.4
東京証券取引所プライム市場に移行

（証券コード：3774)

■ 2022.9
クラウド事業者（IaaS）として、APEC CBPR（越境
プライバシールール）の認証を取得。

■ 2022.12
IIJ創業 30周年。
記念施策としてIIJアカデミーを開設。114
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